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宗
像
市
を
走
る
鉄
道
は
、
今
も
昔
も
、

鹿
児
島
本
線
（
宗
像
市
域
は
明
治

 

23 

年
に

開
通
）
一
本
だ
け
で
す
。
し
か
し
歴
史
を

紐
解
い
て
い
く
と
、
計
画
だ
け
で
実
現
し

な
か
っ
た
鉄
道
が
、
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
多
い
の
は
、
鹿
児
島
本
線
の
駅

が
あ
る
赤
間
や
東
郷
か
ら
、
海
岸
部
や
筑

豊
に
至
る
路
線
で
す
。 

 

明
治

 

29 

年

 

11 

月

 

29 

日
、
当
日
付
の
『
福

陵
新
報
付
録
』
に
、
当
時
の
福
岡
県
下
の

鉄
道
計
画
約

 

50 

社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
当
時
の
赤
間
村
か
ら
吉
武
村

を
経
て
鞍
手
郡
西
川
村
に
至
る
赤
間
鉄
道

と
い
う
会
社
が
、
発
起
申
請
日
を
変
え
た

だ
け
で
２
社
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
津
屋
崎

鉄
道
と
い
う
会
社
も
２
社
あ
り
ま
す
。
１

社
は
津
屋
崎
町
か
ら
赤
間
～
鞍
手
郡
宮
田

～
嘉
穂
郡
勢
田
～
大
隈
町
の
計
画
、
も
う

１
社
は
津
屋
崎
港
～
赤
間
～
直
方
間
と
、

津
屋
崎
港
～
福
間
駅
間
の
２
路
線
を
建
設

す
る
計
画
で
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
発 

             

行
さ
れ
て
い
る
『
宗
像
市
史 

通
史
編 

第

三
巻
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

も
う
少
し
範
囲
を
広
げ
て
調
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。
す
る
と
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
し

て
い
る
『
公
文
雑
纂
』
と
い
う
史
料
に
、

明
治

 

32  

年
、
津
屋
崎
町
～
宮
田
村
～
嘉
穂

郡
大
分
村
（
だ
い
ぶ
む
ら
）
を
結
ぶ
津
屋

崎
鉄
道
に
、
国
か
ら
鉄
道
敷
設
の
仮
免
許

が
下
付
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
前
述
の
津
屋
崎
鉄
道
の
い

ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
仮
免
許
は
明
治

 
35 

年
に

失
効
し
、
他
の
計
画
も
実
現
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
普
通
の
鉄
道
よ
り
も
安
価
に

建
設
で
き
る
軌
道
や
軽
便
鉄
道
も
交
え
て
、

様
々
な
鉄
道
計
画
が
現
れ
ま
す
。
ま
ず
大

正
元
年
、
宗
像
軌
道
に
軌
道
敷
設
特
許
が

下
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
神
湊
～
東
郷

に
、
道
路
上
に
レ
ー
ル
を
敷
く
併
用
軌
道
、

東
郷
～
赤
間
で
は
専
用
の
軌
道
を
建
設
す

る
計
画
で
し
た
が
、
大
正
７
年
に
特
許
失

効
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
２
年
に
は
、
東

郷
村
～
鞍
手
郡
若
宮
村
を
結
ぶ
東
筑
軌
道

に
特
許
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
福

間
起
点
に
変
更
す
る
も
、
大
正
８
年
に
返

納
し
て
い
ま
す
。
大
正
８
年
に
は
、
赤
間

町
～
鞍
手
郡
植
木
町
を
結
ぶ
筑
州
鉄
道
に

も
免
許
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り

大
正

 

13 

年
に
失
効
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正

 

15 

年
、
赤
間
～
神
湊
間
を
結
ぶ
宗
像

地
方
鉄
道
に
、
国
か
ら
免
許
が
下
付
さ
れ

ま
し
た
が
、
着
工
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
『
鉄
道
省
文
書
』
に
関

連
文
書
が
あ
り
、
計
画
の
詳
細
な
内
容
が

読
み
取
れ
ま
す
。 

                   

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
計
画
は
、
比
較
的

小
規
模
な
鉄
道
計
画
で
し
た
が
、
一
方
で

現
在
の
西
日
本
鉄
道
の
前
身
会
社
が
計
画

し
た
大
規
模
な
鉄
道
計
画
に
も
、
宗
像
の

地
が
登
場
し
ま
す
。 

明
治

 

33 

年
、
現
在
の

   
JR   
香
椎
線
を
敷

設
す
る
博
多
湾
鉄
道
（
会
社
系
統
上
は
後

に
西
鉄
）
は
、
現
香
椎
線
の
奈
多
付
近
か

ら
分
岐
し
、
福
間
・
東
郷
を
経
て
鞍
手
郡

に
至
る
路
線
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

し
か
し
現
香
椎
線
以
外
は
完
成
す
る
こ
と

な
く
、
ま
ぼ
ろ
し
に
終
わ
り
ま
す
。 

大
正
７
年
に
は
、
や
は
り
西
鉄
前
身
企

業
の
一
つ
、
九
州
電
気
軌
道
が
、
折
尾
～

赤
間
～
福
間
～
博
多
を
結
ぶ
福
岡
急
行
線

を
出
願
し
、
翌
年
特
許
を
得
ま
す
。『
西
日

本
鉄
道
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
計
画

は
全
線
複
線
の
専
用
軌
道
で
、
す
で
に
同

社
が
開
業
さ
せ
て
い
た
門
司
～
折
尾
間
と

直
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
北
九
州
地
区
と
福

岡
地
区
を
結
ぶ
計
画
で
し
た
。
後
に
は
す

で
に
開
業
し
て
い
た
区
間
で
も
高
規
格
の

専
用
軌
道
を
引
き
直
し
、
さ
ら
に
は
関
門

海
峡
に
橋
を
架
け
て
本
州
ま
で
路
線
を
延

ば
す
構
想
も
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
計
画
も
、
会
社
の
経
営
上
の
問
題
で
ま

ぼ
ろ
し
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
も
し
実
現

し
て
い
れ
ば
、
今
ご
ろ
宗
像
市
に
は
福
岡

市
や
北
九
州
市
、
さ
ら
に
は
本
州
ま
で
も

結
ぶ
西
鉄
電
車
が
走
っ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
宗
像
市
の
姿
を
考
え
る
上
で
実
に
興

味
深
い
計
画
と
い
え
ま
す
。 

          

（
近
代
部
会 

渡
部
邦
昭
） 

ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
近
代
部
会
か
ら
～ 

『
新
修
宗
像
市
史
』
近
代
部
会
で
は
、
明
治
維
新
の
頃
か
ら
終
戦
ま
で
の
、
近
代

の
宗
像
に
関
す
る
歴
史
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
調
査
項
目
は
産
業
や
教
育
、
軍
事
な

ど
様
々
な
面
に
及
び
、
史
料
も
国
の
公
文
書
か
ら
個
人
の
手
紙
ま
で
実
に
多
種
多
様

で
す
。
今
回
は
こ
う
し
た
宗
像
の
近
代
史
か
ら
、
ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

赤
間
・
東
郷
か
ら
の
鉄
道
計
画 

西
鉄
前
身
会
社
の
壮
大
な
計
画 宗像地方鉄道の免許申請書 

（国立公文書館所蔵） 
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